
企業の農業参入にかかる
茨城県の取組について

２０２５年８月26日
茨城県農林水産部農業経営課 就農・農業参入支援室

(茨城県農業参入等支援センター)

農林水産省 他地域等から参入した事例に関する情報交換会（２０２５年発表資料）



茨城県の状況について

１. 茨城県の農業について

茨城県の地形

平坦な地形が広がっており、
耕しやすい土地

水戸市の気温

茨城県の気候 茨城県の立地

温暖で災害も少なく、
農作物の育ちやすい気候

大消費地・東京に近く、
恵まれた立地

○東京からの距離
日立市 130km、水戸市 １００km、つくば市 ５０km

〇鉄道からのアクセス
つくばエクスプレス 秋葉原駅ー守谷駅 約30分、秋葉原駅ーつくば駅 約45分
JR特急ひたち 上野駅ー土浦駅 約40分、上野駅ー水戸駅 約６０分

○高速道路（常磐道、北関東道、圏央道、東関東自動車道）
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水戸市の降水量



茨城県の農産物について

1. 茨城県の農業について

茨城県の地域別栽培作物
出典：関東農政局作成「関東農業マップ」

農業産出額全国第１位～第３位の作物が２６品目あり、多種

多様な作物の栽培が行われている。
（２０２３年生産農業所得統計による）

県全域でカンショ（サツマイモ）が広く育てられているほか、

各地域ごとに特色のある作物が栽培されている。

東京中央卸売市場青果物取扱高は２１年連続日本一
（２０２４年時点）

２０２３年茨城県の農業産出額全国第1位から３位の品目
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担い手に関する本県農業の動向と方針について

1. 茨城県の農業について

将来の担い手の確保、後継者不足
生産年齢人口の大幅な減少が見込まれ、十分な人材確保が難しくなることを予見

農業者の高齢化

農業者の主力層が徐々に高齢化の傾向

法人経営体が増加傾向

個人経営体が減少する中、法人経営体は増加傾向であり、
2050年には法人経営体数は現在の２倍以上に増加すると予想

・経営者マインドを備えた意欲ある担い手の育成・確保
・農業経営の法人化の推進
・県外の農業法人等の参入及び県内外の異業種からの農業参入を促進

意欲のある担い手が牽引する農業構造の実現

（茨城農業の将来ビジョンより）
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茨城農業の将来
ビジョンについて↓

https://www.pref.ibaraki.jp/nouri
nsuisan/noseisaku/senryaku/2kai
kaku/230525agrivision.html



茨城県農業参入等支援センターの概要

2. 企業参入における本県での推進体制等について

設立

2018年４月

事業概要

・農業経営に関する相談窓口
・専門家派遣
・企業誘致活動、参入支援
・その他各種セミナーの実施 など

組織体制

茨城県農林水産部農業経営課内に設置

就農・農業参入支援室長 １名
企業参入推進監 １名
農業参入推進監（JA茨城県信連より） １名
農業参入推進監（JA全農いばらきより） １名
その他職員 10名

→正職員７名（うち農業職３名） 、会計年度任用職員３名

企業参入事業担当→３名（企業参入推進監、正職員（事務）２名）
4↑当センターで運営中のHP



企業参入支援までの道筋

エントリー依頼

相談企業参入

農地情報提供

市町村顔合わせ等

面談＆
事業計画作成支援

１. 企業にエントリーフォームを案内

１.対面またはWebで面談→事業計画や農地条件等聞き取り

２.経営指標の提供など事業計画作成支援

３.その他情報提供

１.農地情報提供

２.現地紹介（市町村との顔合わせを同時に行うこともあり）

１.市町村との顔合わせ

２.地権者説明会のフォロー

2. 企業参入における本県での推進体制等について
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茨城県の企業参入状況について

2. 企業参入における本県での推進体制等について

相談件数 年間100件以上（フェア参加などでアプローチした企業も含む）

参入企業数 年間20件程度（市町村等から参入の情報提供があったものも含む）

参入地域の
特色

県南・県央地域が多い

大規模個人農家が増えている県西・鹿行地域は企業参入が少ない

営農類型の
特色

露地野菜が参入企業の約半数を占める。中でも「カンショ（サツマイモ）」栽培が多い

この他、施設栽培、普通作、果樹、その他の順で多くなっている

最近の
相談傾向

大規模農地での営農についての相談

（例：当初５～10haで参入し、将来30ha以上規模拡大としたい・施設園芸で５ha前後の農地が必要等）

農福連携やソーラーシェアリングなど、農業×異業種についての相談

事業承継についての相談（例：農業のノウハウが不十分であるため、事業承継にて農業事業に参入したい等） 6



①相談企業の掘り起こし

②農地情報収集 ③各種マッチング

茨城県農業参入等支援センターの取組について

2. 企業参入における本県での推進体制等について
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取組① 相談企業の掘り起こし

2. 企業参入における本県での推進体制等について

各機関との連携

セミナー、フェア等での接触

当センターHP活用

市町村巡回、金融機関や農業資材メーカー等業界団体への訪問を通して関係を構築。

企業の紹介を依頼することで連携を図っている。

HPのURLをメール、チラシ、広報誌などに掲載することで、当センターの支援内容を県内全域に周知。

↑農林水産省主催 農業参入フェア

（左：東京会場、右：大阪会場）

出展時の様子
8

東京会場は茨 ひより

（茨城県公認VTuber）

の仮装で参加しました！

農林水産省主催の農業参入フェアへの出展、セミナーの実施、農業資材の展示会など各種イベントへの参加を通して、企業へ接触。



セミナーについて

2. 企業参入における本県での推進体制等について

市町村向け（今年度初開催）
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企業向け

セミナー名：異業種からの農業参入セミナー

趣旨：農業参入に関する情報提供や企業参入支援体制等の紹介をすることで企業の農業参入の

促進を図る。

時期：11月頃

場所：常陽つくばビル

→今年度はウェブにて開催予定

対象：農業参入を検討する企業等

内容：農業経営が堅調である企業や農業系コンサル企業の代表者等を講師として招待し、

「法人が農業に参入する際のポイント」について講演いただく。

セミナー名：市町村向け企業の農業参入支援セミナー

趣旨：企業参入事業は市町村との連携が不可欠であり、他県市町村の参

入支援事例を本県市町村職員が学ぶことで意識の醸成を図る。

日時：令和７年７月２３日（水曜日）14時～15時30分

場所：ウェブセミナー

対象：本県市町村の農政主管課、農業委員会等

内容：企業参入に力をいれている他県市町村職員に事例を発表いただ

き、企業参入における支援のフローやポイントを説明いただいた。

昨年度の「異業種からの農業
参入セミナー」チラシ



０５０４０３０２

取組② 農地情報の収集

2. 企業参入における本県での推進体制等について

農地問い合わせ 農地カルテ完成
企業への提供

現地案内

０１

現地視察条件ヒアリング

相談企業と面談を行い、

希望農地条件をヒアリ

ング

企業が希望する条件

の空き農地がないか、

市町村に問い合わせ。

地番、面積、地権者

意向等をヒアリング

０２で得た情報を基

に当センター職員

で現地視察を実施

０２および０３の情報

をまとめた農地カル

テを作成

０４の資料を企業へ提

供、現地案内を実施
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農地カルテ 様式

2. 企業参入における本県での推進体制等について

当センター職員が現
地視察に行った際に
撮影したものを添付
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取組③ 各種マッチング

2. 企業参入における本県での推進体制等について

販路支援

人材確保支援

その他
各種商談会の案内、一部販路の紹介

無料で求人情報の掲載が可能なサイトの案内

（茨城県農林振興公社（茨城県新規就農相談センター）が運営する無料職業紹介を案内）

県関係機関主催の就職説明会（プレ農業人フェスタ、新農業人フェアinいばらき等）での企業ブース出展案内

各種補助金の案内

●茨城県農林振興公社
(茨城県新規就農相談センター）HP

●就職説明会について
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株式会社要建設（業種：建設業）

3. 参入企業の事例

参入年度：２０２１年度

参入地域：常陸大宮市
類型：露地
栽培作物：ソバ
面積：約２５ha

特色
・ 「健康」をテーマに農薬や化学肥料を使用し
ない有機栽培に取り組む。

・ 栽培したソバは同企業が経営する「蕎麦処
まち庵」のメニューに活用。

参入のポイント

・耕作者の居住地が遠隔地で、営農を断念せざるを得なかった農地に企業が参入。
・市から提供のあった情報を当センターから迅速に企業へ提供
→早期マッチングに繋がる。

↑「蕎麦処 まち庵」 ↑２０２５年６月 宿泊施設も兼ねた複合型施設
「御前山ビレッジ」をオープン

今後の展望

参入地域にて宿泊施設などの多岐にわたる事業を展開。
地元の雇用創出や地域再生に繋げる。 13



株式会社日本農業（業種：青果流通）

3. 参入企業の事例

参入年度：2023年度

参入地域：城里町
類型：果樹
栽培作物：梨、モモ
面積：約4.5ha（定植面積） ※契約面積は約11ha

特色
・ 農研機構と連携し、早期成園化が可能な日本初
の樹形で栽培に挑戦。

・ 台湾等の海外輸出を視野に新たな産地形成を
図る。

↑ほ場
↑町で受け入れた

地域おこし協力隊の隊員も企業が支援

参入のポイント

・町が以前より認知していた担い手のいない農地に企業が参入。
・町が地元に意向確認したところ、企業参入に前向きとの回答を得る。
→県と町で密に連携し参入を支援。

今後の展望

他の農業者（企業も含む）への技術指導も請け負うことで、
将来的には参入地にて一大産地を形成を図る。 14



株式会社ファーマインド（業種：青果流通）

3. 参入企業の事例

㈱ファーマインド茨城農園 ㈱ファーマ村いちご園 稲敷農園

参入年度：202２年度
参入地域：かすみがうら市
類型：果樹
栽培作物：梨
面積：約７ha

特色
農作業の機械化に対応したV字ジョイント栽培に
て、農作業の効率化に積極的に取り組む。

参入のポイント

・県関係機関から開発の進んでいない土地改良区の情報提供があり、当セ
ンターより企業へ紹介。

・当センターが県関係機関と連携し、支援したことで、迅速な参入が実現。

参入年度：2023年度
参入地域：稲敷市
類型：施設園芸
栽培作物：イチゴ
面積：約８ha
※面積は第１期、第２期工事

における合計敷地面積

特色
上下可動式リフティングベンチ※等を用いた高効率なイチ
ゴ栽培を実現。
※上下可動式リフティングベンチ

通路部分の頭上にも栽培ベンチを設置し、最大限に土地を利用した栽培方法。

参入のポイント

・市の農業振興計画（IC周辺の農業団地化）を受け、当センターが企業に農地を紹介。
・市や県の各機関と連携し、参入を支援。

今後の展望

最終的には30haまで農地を拡大し、V字ジョイント栽培を取り入れた農
園として国内最大級の規模を目指す。

今後の展望

希少品種（ロイヤルクイーン）等を中心に生産を行い、国内外にて高付加価値なイチゴ
の流通を行う。更に、今後は残りの敷地（約４ha）にて第２期工事を進め、栽培面積を
拡張する予定。

↑ほ場 ↑施設（第１期）
第１期敷地面積：約４ha
第１期栽培面積：約２ha

↑竣工式（２０２５．４）
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引き続き、企業の新規参入を支援してまいりますので、ぜひ本県への参入を検討ください。

４. 最後に

相談を希望する企業様は
HPのフォームより問い合わせください。

茨城県
農業参入等
支援センターHP↓

https://www.sannyu.pref.ibaraki.jp/



ご清聴ありがとうございました。


